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皿 はじめに  

これまでに，さまざまなタイプのファジィ数理計画法の  

定式化や解法が提案されてきた．しかし，そのほとんどは  

係数や目標に唆昧さを認めながらも，解そのものは確定値  

で得られるものである．曖昧さを含んだ解を得る方法は田  

中ら，坂和ら，高野ら，太田らによって姥案されている．   

一方，ファジィ数理計画法では，そのファジィ敵同士の  

従属関係が記述できないという問題がある．これに対して，  

Ran－ikら，乾口ら，太田らがファジィ数の従展開係を考慮  

する方法を提案している．   

本研究では，高野ら【2】の解の形状を仮定しない方法をも  

とに，係数間の関係を考燈するために，ファジィ故による  

シナリオ分解を取り入れた対話型解法を揖案する．   

2 係数間の関係について  

これまでにファジィ致の従属関係を表すいくつかの方法  

が提案されている．通常のシナリオは有限個の柾散値で与  

えられるが，本研究では太田ら【3】の提案したファジィ故に  

よるシナリオ分解を用いる．こうすることで，シナリオ致  

が少数ですむ．  

ここで各目標の各シナリオに対して，必要レベルと十分レ  

ベルを与えてもらう【1】．i∈Jlの場合，むエが必要レベル，bU  

が十分レベルとなる．f∈J2の場合はその逆になる．i∈J3  

の場合には次のようにすることでJl，J2に帰着することがで  

きる．  
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要求水準夙が台形型ファジィ致であるということは，意  

思決定者がこの水準を明確に想定できないことを意味して  

いる．   

乱2 αレベル集合に基づく定式化   

任意のファジィ数のαレベル集合は閉区間になり，次のよ  

うに表記する．  
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Epl】はαレベル集合を用いることで次の区間数を持つ  

問題に定式化できる．   
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3 提案する方法  

3．孔 定式化   

本研究では台形ファジィ数を対象とし，メンバシップ関  

数値が】である上下限値とそこからの幅の4つのパラメー  

タを用いて表す．ファジィ数玖は次のように記述する．   
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本研究では，目標と制約条件を同じレベルで考えた対称  

型のファジィ多目樺計画問題を扱う．「だいたい～以上にし  

たい」（i∈り，「だいたい～以下にしたい」（妄∈J2），「だい  

か、～くらいにしたい」（f∈J3）の3つの場合にわけて定  

式化すると次のようになる．   
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この間題の係数は区間で与えられている．区間数の不等  

式を扱う方法として石軋 田中の「不等式の成り立つ度合  
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い」【4】を用いる．ここでは不等式の成立状態を線形メンバ  

シップ関数で与えている．すると【p2】の不等式のメンバ  

シップ関数値〃㌫（Ⅱ）は次の式で与えられる．  
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最小化  
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ただし，α＜α′  

3．3 対話による解の導出   

まずα＝1のαレベル集合について対話形式に満足解を求  

め，その解をもとに他のαレベル集合に拡張する．   

不等式のメンバシップ関数について次の間題を考える．  

【MMOPS（1，ヴ）】  

最大化  

入す   

制約条件  

Jl妄i。（‡9）≧入。 （i∈J）   

Pl，巧は絶対順位係数である．この間題で関心のある全  

てのαについて解を求める．もし∂＞0ならば閲債を変更す  

るか，要求水準を変更する．  

5 おわりに  

本研究では，フア・ジイ解と係数間の関係を考慮した多目  

標計画法を提案した．ここでは高野らの解法を取り入れて  

いるが，今後このほかの方法と組み合わせてゆくことも考  

えられる．   

参考文献   

【1】伏見多美雄，福川忠昭，山口俊和：「経営の多H標計  

画」，森北出版（198け  

【21高野康浩，山口佐和：“ファジィ解を考慮した対話型多  

目標計画法”，オペレーションズ・リサーチ誌，Wl．37，  

No．12，pP．603－610（1992）・  

t3】太田英一，山口俊机高野康治：“係数間の関係を考  

慮したファジィ多目標計画法”，日本ファジィ学会誌，  

Vo】．6，No．1，pp．166－176（1993）．  

【4】石淵久夫，田中英夫：“区間係数を持つ線形計画問題の  

定式化とその解析”，日本経営工学会誌，Vol．40，No．5，  

pp．320－329（1989）・  

症9－エ呈‘9≦♂J。（j＝1，2，…，n）  （15）   

瑞す≧∬と‘。≧0 （ブ＝l，2，…，”）  （16）  

ただし，巧9（≧0）は間借，J＝JlUJ2UJ；∪けで  

ある．   

この間題は2分法と2段階単体法の第1段階の併用で解  

くことができる．   

それぞれのシナリオについて解を求め．それらの発生確  

率を乗じた和を解とする．しかし解に満足できない場合に，  

対話の内容として次のようなもの考える．  

（1）シナリオに対する要求水準の変更  

（2）不等号のメンバシップ関数値の同定  

（3）仮想的な十分レベルの鱒加減による不等式間のウェイ   

ト付け  

（4）目標間の順位付け   

4 他のふレベル集合への拡張  

高野らはα＝1のαレベル集合での解に対する不等式のメ  

ンバシップ関数値が任意のαレベル集合において満足するこ  

とを求めている．この考えに基づくと次の様に定式化でき  

る・【MMOI）S（1，9）】ゐ満足解を諾；とする・解は各シナリオ  

の発生確率を各解に乗じた和となる．  
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